
参考資料

「医師法第 16条の 2第 1項に規定する臨床研修に関する省令の施行について」に

関する意見の募集について

平成 23年 1月 14日

厚生労働省医政局医事課

今般、「医師法第 16条の 2第 1項に規定する臨床研修に関する省令の施行について

(平成 15年 6月 12日 医政発第 0612004号厚生労働省医政局長通知 )」 の一部を改正する

予定です。

つきましては、広 く意見を募集 しますので、ご意見のある場合には、下記により提出

して下 さい。

なお、提出 していただいたご意見に対するlEIEllの 回答はいた しかねますので、その旨

ご了承願います。

1 意見募集期限

平成 23年 2月 12日 (土)必着

2 提出方法

ご意見は理由を付 して、以下に掲げるいずれかの方法で提出 して ください。

なお、提出 していただ くご意見には必ず「平成 24年度の臨床研修への対応について」

と明記 して提出 して ください。

○電子メールの場合

電子メールア ドレス :kensyubuka10mhlw.go.」 pあて

(フ アイル形式はテキス ト形式でお願いします。)

インターネッ トの場合はこちらをクリックしてください。

己”〓

ロ
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○ ファクシミリの場合

ファクシミリ番号 :03-3591-9072

厚生労働省医政局医事課 医師臨床研修推進室 あて

○郵送の場合

〒100-8916 東京都千代田区霞が関 1-2-2

厚生労働省医政局医事課医師臨床研修推進室あて

3 ご意見の提出上の注意

ご意見は日本語に限 ります。また、個人の場合は氏名・年齢・住所・職業を、法人

(団体)の方は法人名 (団体名)・ 所在地を記載 してください。ご提出いただきました

ご意見については、氏名・連絡先 (住所・電話番号・ファクシミリ番号・電子メール

ア ドレスなど)を除き、公表させていただ くことがありますので、あらか じめご承知

置きください。

4 改正の概要

別紙のとおり。
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(別紙 )

「医師法第 16条の 2第 1項に規定する臨床研修に関する省令の

施行について」の一部改正案について

1.改正の経緯

平成 21年 4月 に行つた医師臨床研修制度の見直 しに当たっては、臨床

研修病院の募集定員及び者F道府県別の募集定員の上限に関 して、地域医

療への影響等を踏まえ、激変緩和措置を講 じ、平成 22年度の臨床研修に

適用 した。

また、平成 23年度の臨床研修の実施に当たつては、同年度の臨床研修

においては激変緩和措置を継続するとともに、平成 24年度以降の臨床研

修における取扱いについては、臨床研修の実施状況、地域医療への影響

等を踏まえて定めることとした。

今般、平成 24年度の臨床研修の実施に向けて、平成 24年度以降の激 .

変緩和措置の取扱いについて意見を募集する。

2.改正の内容

(1)臨床研修病院の募集定員について (別添医政局長通知第3の 3(1)関係)

○ 激変緩和措置 (前年度の臨床研修の内定者の実績を勘案)に
ついては、平成 26年度の臨床研修まで継続することとし、次回

の医師臨床研修制度の見直 し (平成 26年度に実施 し、平成 27

年度の臨床研修に適用することを想定)の際に併せて廃止する。

(参 考:現行の激変緩nl措「 1)

踊1床研修病院σ)募朱定ltは |`′ 成 22イ 11lt研修υ)内 ,L汁 (マ ッチわ の実績

を勘案する。(平成 23イ 113サ l木 までの1収 1及い)

(2)都道府県別の募集定員の上限について (別 添医政局長通知第3の 4関係)

○ 激変緩和措置 (各都道府県の研修医受入実績から 10%以上肖1

減 しない)については、平成 26年度の臨床研修まで継続するこ

ととし、次国の医師臨床研修制度の見直 し (平成 26年度に実施

し、平成 27年度の臨床研修に適用することを想定)の際に併せ

て廃止する。

(参 竹:現行υ)激変緩和措置)

欄;i直 府県の爆集定itυ )L tt1/m if:は 、各綸
`道

府りlt σ)研修|ク:受人実績から

10%以上削減しない。

平成 23年 3月 頃3.通知発出予定日
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l添医政局長通

医師法チ千り16条の 2第 1項に規定する臨1床研 1夕に関する省令の施行について

(平成 15年 6月 12日 医政 rこ ,;0612004号 厚生労 lllll省 医政局長通知。平成 22年 4月 14日

最終改正  |りlitす る劇
`分

を抜粋 )

l子
j2 臨床研 1ぢ省令の内容及びサ[体的な〕I用基準

5 "1岳 チ|(研 |ぢ

"ilち

tの指定のり:till:

(1)11幹型臨層1刊 ||ぢ病1境:の 1旨 定の構
'||:

|!,生 ′ソj・ 11り、:Flは、111゛型臨り|〔 耐|に li;「ちtの 1旨 定を受けようとづ
~イ

,lllJ Iち しの||||1/t占 から指

定″メロ!i占 がよ)っ た場合において、も ittlillル tが 次に|′|げ る'|'Iriに 市ヽ合 していると11は める

ときでな |り れば、 1に 中↑りil臨サ1(研 1サ l ll院 の指定をしてはならないこと。

(に FI‖各)

ス 研に17:の ら,11'Lilが 、7″ ||ぢ |ク1の 商 ||:11ソ 1の 作り点から‖

"明

であること。
「

1り「1与 |りこのり,11,i:11が 、 llll修
「

のi餞1■[1lilrFi″ ,れ ;l′ itか らiドJ Lylで ょ,,´3こ と」とは、

lllに |ツ :tノ )ウト11,i:liが以下の (フ
')だ

ltし くは (イ )ノ )放
『

1を 1召 えないか、又は iを i生 の 22に

より綸;iⅢり向
:り

ltが lJ‖ 1“ したち,11定 ttで 11,る ことt,

(ラ

′
)研 |¬ウ|(ノ ,ウト11イ fiFう イ

li′ 性社・111点 として」i li夕 ヵ),「
´
1:(ノリi昴 去 f3イ |:||||`ノ )|||に Lの :た入

1た 糸ri`ノ ,最大ll)た だし、 1111夕 功
'i院

からの
|ク1山 ||〃氏ill′千卜の 1り fホ|:右 17111′ィ:し (ウ )、 (工)

にた11,1■ |る ′J法に Iク〕サi:め 3́サ致をり‖||ト
ーヽ
する 。 ((り

')ん らヽ,Rν )ら オ1,る 放伽
11イ

F「 AJ

と |ヽる 。以下111じ。)

(´イ)当 |:亥 l li院 が口「r■
-1~る

倒
`i嗜

府りltlノ にゞ(|)る 臨り1(何卜に,iF′[及 び大イト

"i院

が命ヤ4+る

ウ;:11[与 iJ l lの 合|:卜 (当 1亥 合|||‐ 数111を 「C」 と
‐
り
｀
イ,。 |ユ |「 111じ。)が 、 (1)に 月ルli

｀
り
~る

ソ1,1亥 都 ||「 り

`|り

it σ)ら,11定 ltの l l111(111:夕 上 11(1「 14「 13Jと ―
夕ろ。以下|1可 じc)

を1″ える場合IL、 以下の「:|‐ 算式によリリ)|||し た1直 (小 数1,111ム Fの 1瑞 放4生 じ

た
''オ

|′ )li卜 1りjり 上けた111)と
‐
l‐ る。ただし、ヵヽ「,tが 4r:4す る

'「

fl:ケ i:11か 、A4f

上国つたJ場 合、Cを サ)出する際の当 |夕 l ll院 の高望する |卜 111定 tlを Aの 11と す

る。

B
A X_

C

(ウ)(ア )において加I)す る数111に ついては、Flllぢ |ケ:の 寡

'1を

行

||キ r、1に おい ご|ク :白 li派 i世 等が子ロジれている常∬功1/91り :白 li数 が

1 ヒl 、 5人 1中 l itイ )′ lチ 111を リリ||■ _、 65ノ、り|ス ll″)Jtt r)を

(||:‖各)

(||)(0に い う 1当「亥相:キ lil`|り lt υ,t,イ 11,i」 tlの 111以 1」 l,は 、 l｀人
|

した放1「 1をいう。

D + E + F

うイli度 の||ぼ li′ 忙「|(の

2()メ、1:ス llグ )Jtt r)ィr

101」 ‐
|イら

1ノ ,i「 111:式 l l 11 1,1:|||||
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D:次のDlと D2の うちの多い方の数値

Dl:全 国の研修|'1の 総数

D2:全 国の研 |サ医の総数

当該都道府りitの 人 口

全国の総人口

当該‖∫逆丼りi:内 の大学医学部の入学定jlの合計

も少 ない りitに ついて

りの

「

白li数 /J｀ 30,lt

E:10011方 km当 たりのレ:自 li数 が全国の中央 1直 より

はDに 0.1を lllじ た数
『

1と し、100平方 k nl当 た

れ詢θ))tiり 11についてはDに 0.2を」tじ た放
『

:

D ×      日

“

Iル 人口×5

当|:亥 都i瞳 チ向
:嶋

tの 人口

(中 |||`:)

22 1‖ 1カ支(、
「お 1す る「り1修 |'ヤリウソ11'Lltヴ )1調 1“

(1)||し力支liJ;|サ
'31臨

,11婦 1修ム):lttllレ )形 ,茂 を促illijち ″「も、 者|:麟
'「

Jり 1キ lt、 1=l li・ |'31111域 に1,

|ト イ)絆病1生の側1修 |り

`(ノ

)ら ,11,if1 1について、各llllFta)何 11年 |り i1/)受 人`チ

:糸」1、 1也城υ)・ ナ:1111卜 を

勘空 |ン て'/｀ 要/Fil‖‖年十行うことが ごさること。 /1/」 し、1｀人下のアたびイ 4」 満た .し なけれ

|(1な らないこ ,L。

ア lll11盗 し/「 iそ の1111illll岐
`ノ

)l lll続 iヴ ,ウ川 :定 ttの 合111^が 相:11',IIり itの ウト11,i:1lυり上1ll(ノ )『
1

(13)41イサ_/1い 市i;||‖ |り、υ)lJ‖ 11`で (|レ〔,こ `ヒ ./こたし、 ||llil1 5グ )(1)ス (f)に にっ 〔
')|||きJし /´ 1鶴ニリ|(1り 1修ムちF′1及 び人″

:11)itttυ )ウト11'ifi l1/11′ ,1:|((3)が 燿;i前府り,1の サ,11,ijl lプ ,11

11((1;)υ :)|「14」で1,こ
~Cい

るJ場 1今 |卜 、 1111タ リ)111t,i‐ liυ )「「|:|イ ポ1オ ′にいlLI川 |リッ )IJ対 1「 .itぅ

イに 上̀

イ ら,11,i」 1ン )|り |り |“ を受|夕 引‖劇末研|ぢ病μ,t及
`バ

た学力埼μl:グ ,́|`罐 ,11か ill「ヮれていイ,■ 、≒。

(2)|「1蚊 |、「|〕 ける1サ 1修 |り 1の ら,fじ H lυ ,lJ樹 111411111に F Jlう ことか 0き るよう、 者|;i11,「∫鳴tl,ヽ 、

li有ルト5″ )(l):ス に ltり ■|||.ヽ オl,′「件1)i院グリ「サ1修 |り]υ ,t'11,i「 tiに レDいて、 管1ギ l‐ り
｀
る||||´リァIIP

生九うか引 |:ヤμlサ [|サ 14■ 1け るこヒ乃氏てきること。

(:ll‖各)

(1)綸
`i苗

府り!tが ら,帳 ,に itの
`Jお

1性 を行わない場 r)、 各

"1院

の何||ぢ |夕このら

'11定

;tは llti4,5の (1)

ス (ア )又は (イ )の 数111を 1超 えないものと
~ず ｀

ること。

筆り3  1も !力iの 11支 1救 い

1 llll旨

|ク 1自「臨,オ(011り 制ナせの111施 に |｀ ltい 、 |ズ療機 1別 にlい いて|'1白 liυ )確 |,tが |イ 難ヾ ヒなる H11歳
1′ |:

ノr lf、 地力支|夕 tリイ(に
'ブ
オる II夕 1攣 を懸念する指 |1洵 がル,ろ 二 l「 力ご,、

l`i`)r/91111は
臨′|‖「|ぢ病

♭tυ )1旨 ,Lり 1:111:に ,́いて 1｀11ヽ ″)取扱い七1‐ る |,ので ,0)る こ 11。 /tだ lン 、 後J｀
771::及 r)(1

1■ ,い (II、  1`41,t2:メ li l`|||; 1 11 に
‐
(″ )|1支 1及 い LIン 、 't`ノ )子をの 11マ 1及 いに ,́い 〔||1晰 1

ホ01修 の実施状7)と 、地llkl'1り11への影1骨等を‖riま えて定めるもので,l・2る こと。

(中 ‖各)
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3 臨床り1修病院の募11定員について

(1)晰1床りF修病1完 の募 ll定員については、前述第 2の 5(1)ス にかかわらず、前述第

2の 5(1)ス (ア )、 (イ )の 数iriと 平成 22年度から研 1年 を1月1始する予定であった研

1'内 定者の実績のいずれかを超えないこととすること。ただし、前i/1・ 11,2の 22に

より都道りfりitが 耐Flぢ |て の1期こ定jlを調Jた した場合には、都道府りltが |″‖1た した ,111定

ltと すること。

(中 ‖各)

4 ‖;道府りltの 1,1:定 11の上同くについて

li「 述夕千サ2の 5(1)ス (1)に ムLづいて算出した招;:瞳 |`∫ り:た のう

'11定

ttの 上限の 1ゞ:が 当liタ

協;;強府り|≒ 内の側1修 |り Fの 受入:た riよ りも10,イ)以 上少ない場合には、lili′ Lll,2の 5(1)
L4(1)(11かかわけド、 イ|:i11111県 (ノ )II fl:,Fltプ )上 litげり椰

11を
Ji ll夕 粁|:iil‖ Iり ltl′ 1″ )1111ぢ |つ 1″ぇたヌ、

′
り:ホriに 0.9を 11じ てillた 放

『
1(小数点以下の端放は切 り上ll)と すること。
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(参考 1)平成 23年 1月 12日医道審議会医師分科会医師臨床研修部会意見とりまとめ

平成 24年度以降の臨床研修における対応について

1 募集定員に係る当面の取扱い (激変緩和措置)への対応につしヽて

(1)病院の募集定員について

○ 激変緩和措置については、 26年度の臨床研修まで継続することとし、

次国の制度の見直 しに併せて廃止す る。

*次 li]の 制度の見lriし は、平成27年度の縣1床研修に適用することを想定。

(参 そ :激変緩和措ぼ1)

騰1床イリ「修病院の募集定liは 22年度研修の内定者 (マ ッチ

“

・)の実績をllJJ案 して

設定する。 (23イ 113月 末までのllx扱 い)

(2)都道府県別の募集定員の上限について

○  「(1)病院 の募集定員」 と同様の取扱い とす る。

(参 考 :激変緩駒1措「ri)

掏
`道

府りltグ ル採柴定itの 上限σ)111は 、各都道府鳴tのイツ:修 |ケt受人実績から10%以上

削減しない。 (23年 3サ 1末までの取扱い)

2 激変緩和措置の廃止に向けた対応について

○ 募集定員に係る激変緩和措置を地域医療に混舌しを 1)た らすことなく円滑に

廃止できる(よ う、次国の制度の見直しに向けて、地域における臨床研修病院

群の形成を促進するととt)に、研修の実施状況、地域医療の状況等を踏まえ

た募集定員の設定方法について検討を行う。

(参 考) 「` 成 22イ F2月 |え道審議会医師分牟|・会医師研修剤S会意見取りまとめ (抜粋)

平成 23年度の臨床研修への対応につい

1 当1白 iσ)取扱い (激変緩和措置)への外l応 について

(3)リカ寸1塊υ)力I集定 )tについて

C)23イ li度 の研修に/つ いては激変緩和措‖11を継糸売し、そげ)後 υ)llk扱 いは、

研修の実施状況、地域 |ウモ療への影響等を評悧iし て定める。

○ ただし、激変緩和措 riについては、次田|の制度の見直 しまでに廃止する。

(4)欄∫道府県別の募集定夕tの _ll限 について

○  「(3)病院の募集定itについて」と|11様 の取扱いとする1,
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3年 1月 12旦医遭審議会医師分科会医師臨床研修部会資料 |

集 定 員 に 関 す る 試 算 に つ い て
(平成24年度から研修を開始する研修医を対象)    (

1.都道府県別の募集定員上限について (a)

(試算に当たっての考え方 )

(1)激変緩和措置を適用する場合 【試算 1-a】

○研修医受入実績、人 日、医学部定員、面積等について直近の数値
を反映。                        ヽ

【出典データ1

*人 口・・・・ 。平成21年度人口推計 (総務省統計局)

*医学部定員・・平成23年度医学部入学定員の増員計画 (文部科学省高等教育局)

*面積当たりの医師数
・医師数・・・・平成20年医師・歯科医師 。薬剤鯖i調査

(厚生労働省大臣官房統計情報部)

・面rlt・ ・・ `全国市町村要覧 平成22年版 (総務省自治行政局)

○都道府県別の募集定員の L限に関する激変緩和措置を適月」。

i121      を適用しない場合 【試算2-a】

○都道府県の募集定員上限に関する激変緩和措置を適用しない。
○その他は 【試算 1-a】 と同じ前提で試算。

2.臨床研修病院の募集定員について (b)

(試算に当たつての考え方)

(1)激変緩和措置を適用する場合 【試算 1-b】

○都道府県の募集定員上限、病院の募集定員の算定に激変緩和措置
を適用。

○平成22年度のマッチングの結果を平成23年度の採月1実績とみなす
とともに、防衛医科大学校、自治医科大学の学生の研修予定病院
を勘案。

○医師派遣等の加算については、平成23年度における臨床研修の募
集定員の算定時と同じ値を加算。

○各都道府県における募集定員は、平成23年度の臨床研修において
各病院が希望した募集定員を勘案。

※最終的な募集定員は試算した値に産科・小児科プログラム分の定
員を加えたものとなる。

(2)激変緩和措置を適用 しない場合 【試算 2-b】

○都道府県の募集定員上 lllt、 病院の募集定員の算定に激変緩和措置
を適用しない。

○その他は 【試算 1=b】 と同じ前提で試算。
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都道府県

H23
募集定員

①

H23
募集定員
の上限

②

H24
募集定員
の上限

(試算 1-a)

③

定員上限
の増減

O②

H24
募集定員
の上限

(試算2-a)

④

定員上限
の増減

O② ひ ④

北海道 434 402 393 △ 9 393 △ 9 0

青森県 133 129 12[ △ d 125 △ 4 0

岩手県 120 129 12[ △ 4 125 △ 4 0

宮城県 154 142 14C △ 2 140 △ 2 0

秋 田
ヨ

Ｒ
●
乙 125 125 C 125 ｎ

ｕ 0

山形 ! 124 13C 126 △ 4 126 △ 4 0

福 島 15C 148 145 △ 3 145 △ 3 0

茨 城 ! 188 ”
′ 174 △ 3 174 △ 3 0

栃木県 184 i9こ 190 △ も 190 △ 5 0

群 馬 県 125 12C 118 △ 2 △ 2 0

埼玉県 425 426 420 △ 6 42C △ 6 0
千 葉 県 390 366 361 △ 5 361 △ 5 0
東 京 都 1.572 1,252 1.237 △ 15 1237 △  15 0

ネ申棄 り: 689 534 ａ
ｕ

●
乙

５
△ 8 526 △ 8 C

新 潟 185 179 И
『

，
′ △ 5 174 △ 5 C

富 山 104 104 102 △ 2 102 △ 2 C

石 jl 167 195 19C △ 5 190 △ 5 C

福 井 100 108 10C △ 2 106 △ 2 C

1梨 県 89 △ 〔 115 △ 3 C

159 143 14C △ 〔 140 △ 3 C

145 13C
う
０ △ 3 13〔 △ 3 0

240 22〔 224 △ 4
И
『

０
こ

う
乙 △ 4 C

愛 知 584 44[ 444 △ 1 43C △ 6 △ 5
二 重 県 131 12〔

う
乙 △ 2 124 △ 2 0

滋 賀 県 107 9〔 97 △ 1 91 △ 1 0
京都府 293 237 222 △ 15 17[ ∠ゝ 59 △ 44
大 阪 府

０
０

０
υ 52ラ 521 △ 6 51〔 △ 9 △ 3

兵庫県 389 337 332 △ 5 332 △ 5 0

ミ良県 103 97 ｎ
υ △ 3 94 △ 3 0

和歌山県 101 9[ ｎ
υ △ 3 92 △ 3 0

鳥取県 73 97 ｎ
υ 1 9〔 1 0

島 根 99 129 ●
乙 △ 2 127 △ 2 0

岡山 ; 212 196 ′
”

ハ
υ △ 2 194 △ 2 0

広 島 189 17フ 174 △ 3
つ
′ △ 3 0

山 口 119 ｎ
υ

ハ
υ △ 1 109 △ 1 0

徳 島 96 （
υ 106 △ 1 10C △ 1 0

杏 ji ∩
〕 100 97 △ 〔 97 △ 3 0

愛媛〕 115 10C 塾ゝ 〔 109 △ 3 0

高 知 ; 96 107 107 0 107
´
υ 0

昌岡 516 394 36E △ 2〔 368 △ 26 0

生賀 〕 85 93 9C △ 〔 9C △ 3 0

長 崎 155 貫
Ｊ 15E △ 4 155 △ 4 0

1本 123 10C △

`

109 △ 2 0

人 分 109 107 104 △ 3 104 △ 3 0
宮 崎

つ
′ 105 10C △ , 103 △ 2

鹿児島県 167 169 165 △ 4 165 △ 4 0

沖縄県
企
υ 143 138 △ [ 138 △ 5

計 10,90C 9,867 9671 A 19( 9,619 △ 248 △ 52

都道府県別の募集定員上限の試算 (a)

産科コノト
児科プロ
グラムに
よる募集
定員の加
算 (試算)

⑥

16

4

4
4
4

4
4
4

8

4
´
し

０
４

う
乙

０
０

28
4
4

8
4

4

4

4
8

24
4

4
12

24
8

4

4

4
4

12

4
4
4
4

4
4
16

4
8

4

4
4

4

8

432
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研修医の募集定員に関する都道府県男Jの上限についての試算 (内訳)

試
=2-●

都道府県
23年 度

昇集

定員

∩

22年 度
採用
実績

a

人 口分布 医師養成数

r)と ,6)の

うち多い
方

∩

1的 条件

『
道府県の

L限

むヨ〕Ⅲ94:‖

邸道府県
つ上限と

n年度募
中定員と
D差

la=12-(1

11の 採用

実績に対

する,1合
(■ 5)

nt,ョ

`/12

昴通mttα
上限=● (1`

メ10ヽを超
lる場合は
2)の 00ヽ )

lli,

畑
　
　
　
∩

熙用実ll
(7.506人 )

と人口書J

合で接分

伍 )

23年 度
医学部

定員(*1)

r6)

]‖ お英練
(7500人 )

を医学86

定員11合
で校分

rs、

1 00k lll当

たり医師

数

面積当た

りの医師

枚による

"算
(Ⅲ 2)

0、

離島人口

(点 3)

F口 ,

離島人口
による力0
鼻←4)

61ヽ

都道府県
の上限と

採用案級
との差

1と ,=任 クト
`り

北海道

人

３４４

人

６０２

千人

5507
人

324
人

４４
人

８７２

人

２４
メ

14C
人

６５

メ

12,94〔

メ
Z

ス

390
人

▲ 41

ス

130

人

９３３

爾棘県 133 65 1.37g 81 125 104 :04 26.0 21 12〔 A〔 6C 12〔

岩手県 12C 1340 125 104 104 12〔 125
目城県 賞

υ 113 2.386 13〔 120 ｎ
ｖ

●
０ 70.1 5,387 14〔 ▲ 14 27 14〔

秋田県 60 1096 125 104 104 198 21 12〔 ▲ 1 12〔

山形 県■ 124 77 1117C 69 12[ 104 104 26.8 21 276 1 12〔 49 12〔

旧島県 72 2,04C 120 92 120 28.3 14[ ▲ 5 И
”

県
０
０ 2:96C 174 113 Ａ

υ 174 78.8 17イ ▲ | 7G 174
栃木県 ハ

υ 2.006 118 228 190 66.3 6 83 19C
膵罵県 12 72 2,007 ●

乙 102 118 65.8 1 ▲ 1 40
埼玉県 425 204 7.130 420 205 420 2737 42( ▲ 5 216 42C
千葉県 ｎ

υ
●
●

０
フ

＾
υ

Ｏ
こ 61139 361 120 100 361 198.4 861 ▲ 2g ｎ

０ 301
東京都 1,572 11305 12,868 1.468 1,223 1,223 1,7406 28,207 123爾 ▲ 33〔 ▲ 68 5.2察 1.237

:り ll県 689 562 81943 52C 42' ｒ
ｕ

う
０ 520 695,1 52( ▲ 10( ▲ 30 6.4, 52(

新潟県 185 86 2.378 14C 12[ 104 140 35,6 14 66,389 2C 174 ▲ 11
０
０ 174

藁 uJ県 : 104 ■
９ 1100〔 64 92 9' 62.2 102 ▲ 2 41 101

石川県 ＾
υ 99 1,165 227 189 72.3 144 1 19C 23 19C

謳井県 10g ａ
υ 801 48 9 14, 106 3] 10〔

山梨県 ０
０ 44 867 120 ｎ

υ 104 41 26
長野県 159 2115g 127 90 12 32 14C ▲ 1〔 24 14C
岐阜県 14〔 107 2092 123 107 364 13C ▲ 9 2C 13C
腑 聞 県

‐
24〔 100 3.792 ０

こ
の
乙

●
‘ 10C 220 89.C 22〔 22Z ▲ 1( 64 224

愛知県 584 493 7418 437 422 352 437 2792 445C 43( ▲ 14〔 ▲ 54 1102 444
":菫 県 ‐ 131 82 1187C 125 104 62.C 51001 12ど ▲ 1 42 124
滋賀県 10ワ 67 1405 ０

０ 722 A lC 3C

雇都府 29超 246 12_621 154 214 ，
′ 178 163,1 17f ▲ 11 ▲ 27:0' 122涵

大阪府 687 578 8.801 518 527 439 518 1.193ζ 51〔 A 16〔 ▲ 6C 10.4% 521
軍堀[| 381 305 ０

０
Ｅ
υ

５ 329 220 Ｏ
Ｏ 32g 146.7 8.987 4 33Z ▲ 57 27 33″

奈良県 103 78 1.399 82 94 94 81 9Z ▲ 〔 94
Lu 101 68 11004 Ｅ

υ 100 ●
●

０
● 5713 C 9Z AC 24 9`

鳥取県 23 591 35 107 89 89 48.8 C
9〔 2[ 9〔

酷祖 県 F 90 21 718 42 ｎ
υ

ｎ
υ 2813 22,901 1 12, 28

ｎ
υ 12,

岡山県 212 138 1,942 114 230 192 74.8 3.434 19Z ▲ 18
ｒ
υ 19Z

広島栗‐ 189 14C Ｏ
υ

０
０

２ Ｏ
υ 97 16g 81.C 16,171 17“ ▲ 1[

り
０ 17

山 口県 1,455 86 594 5,021 10G ▲ lC 10〔

【鵬 暉 | 90 51 789 4C 114 95
Ｏ
υ 57.3 317 10〔 55 10〔

香川県 105 60 999 93 93 138.C 8.05C ▲ 〔
つ
０

52 11430 8[ ｎ
フ 93 62.0 171100 C 10C ▲ C 57 10C

高知県 96 41 766 45 115 96 30.7 307 1 101 1 66 10う

5116 401 51053 297 441 Ｏ
Ｖ

●
● 367 287.5 2.733 36〔 A14〔 ▲03 8121 36〔

佐賀県 85 49 852 106 88 88 88.3 2.266 9( 41 9C

長綺孵 | 11155
｀
7g 1,430 84 12 101 101 97:G 152,101 54 15t 7 15〔

熊本県 123 1.814 107 10フ 63.5 4228 10〔 A 14 10C
紛 燎 110g 57 11195 7〔 92 ６

● 46.g 5120ワ 1釧 ▲ [ 47 104
宮崎県 35 1.132 110 33.6 1,255 1 10〔 25 ｎ

υ

麗児 | 107
”
′ 1.70〔 101 97 101 44.2 171711 53 16モ tA, 91 16[

:中組 165 12, 138 81 136g 132.41( ´
” 13〔 ▲ 27 13〔

計 10900 7.50C 127510 7.506 9.008 7.506 9011 635 683.311 24C 9.61〔 ▲ 1281 21 9,671
注)端数処理の関係から、都道府県別の値と合計の値が一致しない場合がある,

*1●1の 摩学部定員の中には防衛医科大学校の医学科の募集人員(35人 ,も含まれている.

*2100平 方km当たりの医師数(o'が全国の中央値(635人 ,よ りも少ない場合は(7'の値に10%、 30人 未i苗の場合は2096加 算(端 数切り上げ)

*3離島人IIlと は、離島振興法・4ヽ笠原諸島振興開発1寺 別措置法・奄美群島振興Prn発特男1措 置法・沖縄振興1寺 男J措置法で指定された離島の人El

*40X離 島人口X5(調整係数)/都道府無全体の人口(端数切り上げ)

*5 ⅢOの lltの 減少数が前年度採
「

4実 lllの 100/●を超える場合は、経過描置として、当骸椰道府県FAlの 前年度研修医の採用実ll(21の 90%(端数切り上げ)
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(単位 :人

都道府県

22年度
採用実績

∩

23年度
募集定員

0)

昌式算 1-b
と

試算2-b
の差

〔ら)―la)

うち産科・

小児科研
修プログ
ラム分を

B,く

0)

激変緩和措置あり 激変緩和措置なし 前年度との差

都道府県
募集定員
上限

息式會筆1-a

試算1-b
※

14)

都道府県
募集定晨
上限

目式算2-a

試
=2-b※

15〕 4)―C) 15卜③

1 北海道 260 434 418 39C 407 39〔 407 △ 11 △ 11 0

青森 65 133 12C 2〔 126 2[ 126 △ 3 △ 3 0

3 岩 手 6G 12C 2ξ 2〔 C 0

4 富城 113 買
） 15C 4C 145 4C 14[ △ 5 △ 5

秋 田 6C 126 122 2[ 122 2[ 122 C 0

6 山形 124 12C 2C Ｏ
ι 2C つ

ι 0

7 福島 72 150 Л
” 4[ 146 4[ 14〔 0 0

8 茨城 98 ０
０

０
０

ワ
′ 180 74 18〔 △ 4 △ 4

9 栃 木 107 ０
０ 176 9( 17( 9C 0 0

群馬 125 121 1 12( 12C △ 1 △ 1

1 埼 玉 204 425 405 42( 40[ 42C 40〔 0 〔 0
2 千葉 269 390 ，

′
つ
０ 361 36〔 361 36〔 △ 5 △ 〔 0

3 東京 1.305 1.572 1.484 1,237 1.438 1.237 1.281 △ 46 △ 203 △ 157
4 神奈川 562 ０

０
会
υ 661 52( 620 526 56` △ 38 △ 91 △ 59

5 新潟
０
０

０
０ 181 7Z 178 17〔 △ 3 △ 〔 0

6 富 山 5( 104 ハ
υ 10乏 10C 102 10C C 0

7 石 川 9C
α
υ 159 19〔 159 ｎ

υ C

3 福井 6C 100 ｎ
υ 10( 96 106 9( C

9 山梨 44 89 ０
０ 1 85 1 8ξ 0 C C

長野 159 Ｅ
Ｊ 14C 153 И

■ 15〔 △ 2 △ 2 〔

岐阜 107 145 141 13C 14〔 13C 14C △ 1 △ 1 C

静岡 16C 240 232 224 227 224 227 △ 5 △ 5 C

愛知 493 584 560 444 う
ι

質
υ

う
０

′
”

′
” △ 32 △ 87 △ 5[

二 重 82 131 ０
４ 24 12〔 124 126 △ 1 △ 1 C

滋 賀
＾
υ 107 10〔 97 101 9う 101 △ 2 △ 2 C

京都 246 293 281 222 26〔 i78 191 △ 1 △ 90 △ 77

大 阪
７
′

罠
υ 687 660 521 64( 518 549 △ 23 △ 114 △ 91

兵 庫 305 ０
０

う
０ 381 332 36( 332 361 △ 15 △ 20 △ 5

察 良 78 103 99 ｎ
υ 91 94 95 △ 2 △ 2 C

和歌山 68 101 ｎ
υ 92 9う 9, 9う C C

鳥取 23 69 98 6C 98 6〔 C 0 C

島根 29 ０
フ 95 127 9[ ０

４ 9〔 0 0 C

岡 山 138 212 200 Ｏ
υ 201 194 201 1 1 C

広島 140 189 185 ，
′ 18〔 174 18〔 △ 2 △ 2 C

山 IIl 115 10〔 109 △ 2 △ 2 C

徳島 51 9C 92 10〔 92 106 9' C 0 C

香
'il

´
υ 105 101 97 9C

Ｏ
υ 9〔 △ , △ 2 C

愛媛 52 10〔 109 C 0 0
高知 41 9( 92 101 92 107 9乏 C 0 C

福岡 401 51〔 50G 36〔 454 368 38G △ 4C Δ △ 65
佐賀 49 8[ 81 9( 81 9C 81 C 0 0

長崎 79 15[ 147 15[ 14つ 155 141 C 0 C

熊本 91 120 119 10〔 109 △ △ 5 △ 2

大分
質
０ 10C 105 10Z 10〔 104 10〔 C 0 0

宮崎
う
０ 7ε 74 10〔 74 103 74 C 0 C

鹿児島 74
公
υ

０
０ 16〔 160 165 16〔 C 0 0

沖縄 122 16[ Ｆ
０ 13〔

員
υ 138 141 △ [ Zヽ  l Cl △ 5

副 7.506 10,90C 10,468 9,671 10,197 9,619 9681 △ 271 △ 787 △ 516
人
数

人

3都 府暉 3.585 4,341 4,149 3,31〔 3,951 31266 3,441

そ の lt 3,921 6,559 6,319 6,35〔 6,24C 6,353 6.231

割
合
①

3都 府県 478% 39.89 39.6ツ 34.3% 38,7' 34.0% 35.6,

そ の 健 522% 60.2% 60.4% 6577 61.37 66.0,( 644ツ

フ の い な い

臨床研修病院の募集定員の試算 (b)
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考

菫科・′
Jヽ 児

1フ
゜
ロク
・
ラム

む員分

4

4

2C
０
こ

88
28
4

4

8

d

4

4
4

8

24

4

4

12

24

4

12

4

4

4

4

4

16

4

8

4

4

4

432




